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編輯室に　て
A．「ざうだね，近煩は？」
：B　「相攣らす“忙しい」

A　「星の評判はごうかネ？」

B「なかなかすばらしいゾ！創刊號を登画するや否や，ハガ
　　キ，手紙が全國から飛び込むごいふ野末ず，

A　「えらく景氣が好いぢやないか」

：B「マア世間ごは正反封だよ」

A「惜しいこごに，少し淡つべら過ぎるね，」
：B「暫く待てヨ・今は之れで一ばいなのだ・何しろ貧乏な會

　　でこんなものを出さうこいふのに可なりの無理があるの

　　だ．しかし，星も，天界も，より良くしやうS思へば，ざ
　　うしても弄草を増．して，講讃者や後援者を多くしなければ

　　算盤iが持てないよ．」
A　　「やつば’り金力｝！」

B　「何こしても・止むを得ないね」

A「雑誌を店頭に出して，一般に責らせるやうにしtzらざう
　　だ．」

：B「それも考へてるる一しか．し，マア，ごにかく今年一ぱ

　　いは，いろいろの試験時代だ．今に見ろ，會員を一萬ぐ
　　らみにして見せるから」．
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